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１．はじめに 

２．実験１ 
2-1．目的 

2-2．方法 
１）実験参加者 
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主観的・感覚的なことばと視覚情報による動きの調節

２）映像（視覚情報）の作成 

３）課題 

図1．課題２で用いた映像 

４）力学的変数の計測 

５）手続き 

図2．実験状況 

２-３．結果と考察 
１）言語情報による動きの調節 
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図3-1．動きの調節（跳躍高） 

 

図3-2．動きの調節（離床時速度） 

 

図3-3．動きの調節（最大床反力） 

２）視覚情報による動きの調節 
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主観的・感覚的なことばと視覚情報による動きの調節

図4-1．情報による違い（跳躍高） 

図4-2．情報による違い（離床時速度） 

図4-3．情報による違い（最大床反力） 

３）言語情報と視覚情報により形成される運動表象 

図5-1．跳躍高と離床時速度（言語情報） 

図5-2．跳躍高と離床時速度（視覚情報） 

図5-3．離床時速度と最大床反力（言語情報） 



愛媛大学教育学部紀要、第 66巻、2019 

図5-4．離床時速度と最大床反力（視覚情報） 

３．実験２ 
3-1．目的 

3-2．方法 
１）実験参加者 

２）課題 

３）手続き 

3-3．結果と考察 
１）空間的調節に関わる動き 

２）時間的調節に関わる動き 

３）力動的調節に関わる動き 

表１．動きを表現することば 

たかく ひくく おおきく ちいさく ゆっくり はやく つよく よわく

たかく 57.6 0.0 16.7 1.5 9.1 3.0 12.1 0.0

ひくく 1.5 31.8 0.0 31.8 1.5 13.6 1.5 18.2

おおきく 19.7 0.0 47.0 0.0 6.1 0.0 27.3 0.0

ちいさく 0.0 15.2 3.0 33.3 0.0 3.0 0.0 45.5

ゆっくり 24.2 0.0 19.7 1.5 50.0 1.5 3.0 0.0

はやく 0.0 13.6 1.5 30.3 0.0 42.4 1.5 10.6

つよく 45.5 0.0 36.4 0.0 4.5 0.0 13.6 0.0

よわく 0.0 21.2 0.0 18.2 16.7 6.1 0.0 37.9
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主観的・感覚的なことばと視覚情報による動きの調節

４）視覚情報に対する言語的コード化 

４．まとめ 

付記 
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